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a)

ア タンク内の液面を基準にパスカルの原理と静水圧の理論を用い,

n ,pg(h-H)・P。

n ・P。-pg(h-H)

イ ピストン上下の圧力差に断面積をかけ,

(-d→Pg(h・川

(2 )

ア 体積流量は断面積と速度をかけ算出され,

0・,(ト→

ー・(罰

け(h-H"eゞ.ーn ゛pg(h-H"ー.*P。

-pg(h-H)-eどしPI=PO

(-d→(P。・n)・(-d→{pg(h・H"皿}

町・Pδι(-d■{g(h・H),▲}

イ 体積流量をシリンダ先端部の断面積で除し,

ウ タンク内の液面を基準にべルヌーイの定理を用い,

,

こユニ ピストンを引く力はピストン上下の圧力差より

仕事は力と距離の積で表され,
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(1)(C)

七松=凡η( 2 )

(3 )

κ-1

ーー)←ヤ'

^゛

ン
rc =^rB =ぴεκ一rA

(4 )

( 5 ) 7で11"、1=7bP3'、1が成り立っから,ンD=1スを用いて,
κ-1 κ-1 κ'-1

ーーj H-)ー'.j 平一ず勺・打

鳥聆=凡ηと弗死=凡ηから P。を消去すると,

問(3)~問(5)の結果より,1E一η=εや'(び一D7X,7b -r'=(σ"-Dr'であるから,( 6 )

=1_会_1_CバrD一η)_1 σ"-1
一互一-C,(η一rρ一紹や'(び-1)

、σ"-1σ>1およびκ>はりσ>1とな(フ)
ぴ-1

増加する。問(6)の結果から,

σ"-1

,

紹や'(σ-1)
これより,σが増加するとりは単調に減少する。

<1

り,これはσの増加に対して単調に

κとεが正の定数であるとき ,

y つ力状態方程式を用

あることよ

ら)

1

り成一て、し

η

り

り
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ゞ,、."(d-・・d.)dJ

イ.

d *d.ー・(d广d,)1

微小要素に生じる応力をσとすると,

よって,微小要素の伸びd入は, d入=gdx=ーーーーーー^dx

゜'ー、'、ーー,・Uゞ",)1}.
ウ したがって,棒全体の伸び入は,

bl;覗、j。イ'け("._",)11'呼而fに".{"け("・司,)1}、、1
■・ル)やーー・アヤ・ル劃・ル11トル

4P I

4P
(丁=^

πd

問(1)ウ.の解において,

4PI

イ・,,U-,)11
4P

λ1

4P

イ.

πdl d.ー・'."d (d -d )'

CB 間の伸びを入.とすると,問(2)ア.と同様にして,λ.

dl+d2_ 1Y _、
d.を"・・・一三に,1をーに, Pを e に,置き換えれぱよいので,

4P I

2

"',('ゞ.・d.り"(d-・'.)dJ

4四 1

より,

4P I

また, P=P,-P.より,

P=P-ー^P =^P

0

PI

λ+λ=0
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( 1 )

角¥答

番号

ア

( 13 )

格子欠陥

角¥答

番号

イ

aり

転位

力

U2)

結晶粒界

(2 )

ウ

(9 )

ガース

ベクトノレ

( 5 )

結晶粒微細

化強化

ノ＼

キ記号

記号

角單答

番号

こ1二

(D

加工硬化

ク

a 5)

結晶粒径

ア

( 9)

共析

記号

オ

角早答

番号

(2 )

固溶強化

(フ)

ホーノレ.<ミ

ツチ

ケ

(2 )

オーステナ

イト

イ

力

(6 )

析出

記号

a)

フェライ

角早答

番号

ウ

キ

a 8)

A3

サ

a 4)

焼ならし

ト

二1二

ク

( 3 )

aD

焼入れ

ト

オ

(5 )

マノレテンサ

イト

a6)

AI

ケ こコ

a2)

焼戻し

記万

ーライ


